"The Literature of Redemption" - With special reference to Joseph Conrad's view of life - by 玉木,清孝
　「曖　　罪　　の　　文　　学」
一一Joseph Gonrad の人生観について一一
　　　’玉　　　木　　　清　　　孝
　　　　　　（文理学部英文研究室）
　“The　Literature　of　Redemption”
With special reference to Joseph Conrad's view of life-
Kiyotaka　Tamaki
　　「海洋作家」－これがJoseph Conrad (1857～1924)に長い間与えられていた代名詞である．
確かに　Conrad　の作品の中で，海洋に素材やモチーフを求めたものは数多くあり，殊に“The
Nigger of the Narcissus” (1897),“Youth”(1902),“Typhoon”（1903）等は, Conrad　の特
質を余すところなく披箆した傑作である．そこに於いては海洋の多種多様な描写は勿論のこと，疾
風の不吉な前兆を告げる暗雲にしろ，逆巻く激浪に打洗われる甲板にしろ，果ては不気味なまでに
下降したまま微動だにしない気圧計までが，船乗り達に‘劣らずあたかも生ある者の如き感情と，躍
動する生命感とを与えられている.18才の折少年時代からの望みがかなって，フランスのマルセー
ユから船出して以来20年間，地中海地方はいうに及ばず，東洋からアフリカ，南米に到るまで，七
つの海に航跡を記していることを考慮すれば, Conradの海洋に対する無限の愛着と鋭敏な洞察も
不思議ではないし，またそのような体験から生まれた多くの作品が，万人の芸術的鑑賞に価するヽも
のであれば, Conriadの芸術をして「海洋芸術」と呼ぶことも理の当然かも知れない．
　しかし，一般にConradの作品に「海洋文学」という代名詞を与えるが故に，我々が唯単にそ
の面にのみ重きを置いて，その抽の多くのより注目すべき特質を軽視したり，等閑にしたりしてい
たとすれば問題ではなかろうか. Conradの再評価が叫ばれている今日，私はこの小論で，そうし
た特質の一つであるConradの意図する“fidelit}' or 】oyalty”（1）の問題を取扱って見たいと思
う．もしそうした問題がとりも直さずConrad　の人生観を貨流する大きな信条であり骨子である
とするならば, Conradの道義鰻とか信義観を追求することは，彼の人生に対する態度，即人生観
の探求にも繋ながる問題だと思うからである.
　Conradの作品には，しばしば不図したことから“fidelity　or loyalty” に背く行動をする主人
公達が登場する．彼等はConradの考える“human solidarity” の冒治者なのだ. Conradはそ
うした作品の中で，人間性の深淵には不図した折にその不気味な姿を現わずdark powers”かお
るのだ，と主張しているように思われる．この暗黒面を人間性の「閤の奥」と呼ぶことも，端的に
　「人間性に潜む悪」と名付けることも出来よう．更にいえば，丁度Conrad　にとっでHeart of
Darkness”(1902)が，唯単にフランス側コンゴの奥地を意味するものでなかうたと同様，「悪」
の問題は彼の作品の到るところに個人と社会を問わず結品化されている. Douglas Hewittの言葉
を借りれば，「Conradの有する悪の感覚は，カソリック派の作家やカルヴイン派の作家と同じ位大
きなものであり，彼の全道義感に相当する」（2）ものだ. Ver】ｏｃｋの陰謀とか（Ｔｈｅ Secret Agent:
1906),学問と秩序とを愛する大学生Ｒａｚｕｍｏｖを否応なく無政府主義運動の泥沼に引き込む社会
悪(Under Western Eyes : 1910）等の余りに具体的な例は別としても，あらゆる人間性を荒廃
させてしまうような極度の孤独と寂寥とに覆われたアフリカや東洋の未開地域にも，また激浪逆巻
く疾風の中にも「悪」の象徴を読み取ることか出来るのだ．このようにConradの表現する「悪」･
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は，人間性の深奥に潜む「悪」のみならず，人間社会から自然の森羅万象に到るまで象徴されてい
るようだ．
　しかし「人間悪」に対応してConradの憲図したものは何であろうか．野蛮に対しては文明が
存在し，人間の筆致を超えるような暴風雨に対しては鏡の如く躾一つ立たない凪かおるのだ．それ
は丁度光と影との関係でもある．だとすれば「人間悪」に対応するものは何か．このような見地に
立って工ord Jim”（1900）を中心にConradの「人間悪」に対応するものを考察してみたいと
思う．
　しからは人間性の「閤の奥」は，彼の作品中で具体的にいかなる型をとるかといえば，“human
solidarity”に対する冒涜行為，即‘'fidelity or loyalty” に対する背叛行為となって表わされてい
る．つまり「裏切り」行為である．事実「Conradにとって最高の罪は忠誠に対する失敗である．
その最も極端な型が裏切りだ．彼にとって襄切りは，丁度忠誠が美徳中の最高の美徳であるよう
に，罪の中の最高の罪なのだ.」（3）
　Jimが一等運転士として乗船した老朽汽船Patna号が，敬虔深い巡礼達を満載してシンガポー
ルから聖地に向う途中，アラビヤ海で漂流船か何かに衝突し，船は沈没の危機にさらされる. Jim
がこの事故に気付いた時，脳裡に浮かんだ最初の考えは勿論死の恐怖ではなく，何事も知らずに甲.，
板で熟睡している巡礼達のことであった.800人に７隻のボートしかないのだ．しかるに一方船長
と三人の高級船員達は脱船支度に懸命で，巡礼達やJimのことなど眼中にないのだ．彼等はボー
トを海に降ろすや，仲間の一人が心臓麻邱を起して甲板に倒れたのも知らず，“Jump ！ George ！
Jump!Oh Jump!”（4）と気狂いのように叫ぶ．この瞬間Jimは，永遠の深遠な穴に飛び降りるよ
うな気持でボートに身を跳らせたのである．あたかも矢のような速度でJimの頭上を馳けていた
黒雲がサタンの魔手であり. Jimの体内の「間の奥」が天空からの誘いに応じて不意にそのグロテ
スクな姿を見せたかのようであった．かくして「Patna号事件は, Jimに自己の内部に潜むstranger
との不意の驚くべき避追をもたらすのだ.」（5）換言すればConradはPatna号事件を通して，理
想を求めるJimの精神世界が，不合理と偶然とに支配されている外的世界のために脆くも破綻す
る様を描き出すと共に，人間の不完全性を追求したものといえる．しかも自己の意識と行勣との間
の断層という「自己の内部分裂」を示すPatna号事は，物語の後半で起るPatusanでのJimの
不幸な事件への不吉な前奏曲をなしているのだ．
　ともあれPatna号からの脱船の瞬間に. Jimの人生は決定されたといってもいい．名誉と尊敬
と信望は，彼の飛降と共に暗黒の海に消え，船乗りに絶対不可欠な“the unexpressed　failh and
the unspoken loyalty”｀6）の掟は破られたのだ．「まるで死者を欺くにも等しいこの行為」（7）は，単
に船乗り仲間の信義と忠誠に対する冒涜であるのみならず，800人の巡礼者達への裏切り行為であ
るという点に於いて，人間道徳に対する背叛行為であると同時に，自己の良心に対する裏切り行為
でもあるのだ．ここに於いてJimは，自己の犯した罪に起因する厳しい内部闘争に悩む人間とし
ての人生が始まるのだ．この物語に於けるConradの真の意図は，実はこの瞬間から始まるのだ.
　Jimの脱船行為に対する代償は何であったか．それは衆人環視の中で行なわれる法廷で，自己
の犯した罪の承認と告白の試煉を受けることだ. Jimの跳躍直後襲来した猛烈なスコールのため
に，ボートの一行はPatna号の沈没を確信していたが，奇跡的に漂流中をフランスの砲艦に救助
されて, Jim達の卑劣な背叛行為は裁判に付されることになる．一方ドイツ人の船長は上陸早々失
踪しに他の二人の高級船員達も精神錯乱その他の理由で出延せず，叫一人JimだけがPatna号
事件の全責任を負うのである．これが自己の裏切り行為に対する旧罪の出発点と考えるからだ．こ
の物語の語り手である親切で思慮分別に富んだ年長の船長Marlowに，（因みにMarlowという
船長は，“Youth”，“Chance”(1912),“Because of the ＤＯＩ】ａrs”(1915)にも登場し，常に冷
静な第三者的立場から夫々の事件の語り手を務めているが，殆んどConradの分身ともいえる存在
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である) Jimは次のようにその決意を述べている.
　　　“But I've got to get over this thing, and ｌ mustn't shirk any of it ｏr‥‥‥
　　　I won't shirk any of it.”（8）
　裁判の結果. Jimは船員資格を剥脱される. Jimにとって，今までの前途有為な人生は絶望的
な人生へと転じ，誇り高き自負心は耐え難い汚辱へと変るのだ．いつかは失なわれた信望と，かつ
ての自負心とを回復する機会に恵まれるに違いないと確信するJimは，港から港へと放浪の生活
を送る．彼の厳しい苦悩と追放の孤独感とは，“human　solidarity”を放棄し自己を裏切･つた者が
必然的に味わわなければならぬ感情なのだ．ここに於いてJimの人物像か, D. V. Ghentが指
摘する如く，古典悲劇のheroesに酷似している（9）のに我々は注目したい．裏切り行為に対する
　「賠罪」にとりつかれたJimの人物像は，父アガメムノンを謀殺した母とその情人とに仇を報ず
べしとの神ゼウスの命にとりつかれたアイスキュロスのオレステスのタイプであり，疫病からテー
ベの町を救うために前王殺害犯人の乱明にとりつかれたソポクレスのオイディプスのタイプなの
だ．換言すれば. Jimの心理的特質が「賄罪」に関するもの以外は殆んど剥脱され，非常に単純化
された人物像として描かれているという点で，彼もオレステスやオイディプスと同様古典的な人物
像を示しているのだ．
　しかしPatna号の風評は亡霊のようにJimに付きまとい，「贈罪」の道も殆んど鎖されてしま
ったかに思われたが，富裕な老商人Steinの好意でJimはマレー半島の奥地にあるPatusanに
最後の夢を託すのだ．周囲を厚い壁のような密林に覆われたPatusanは，法廷の判決からも文明
社会の伝続からも隔絶された世界である．まさしくJim　を裁いた判事の一人　Brierlyの“Let
him creep twenty feet underground and stay there”(10)の言葉通りの世界だ．二年後にそこ
を訪れたMarlowは, Jimが原住民達から"Tuan Ｊｉｍ”，即“Lord Jim” と畏敬され，町の信
望と尊敬とを一身に背負う身になっているのを発見する．かくしてPatna号の賄いも殆んど終了
し. Jimの傷つけられた誇りと失なわれた自尊心とは回復されたかに見えるのだ.
　　　“You have had your opportunity”， I (Marlow) pursued.
　　　“Had l ?” he said.“Well, yes. I suppose so. Yes. I have got back my confidence
　　　in myse】f-a good name一yet sometimes l wish…ＮＯ! l shall hold what I've ｇｏtパ（11）
　だが，サタンはそのまま手をこまぬいてJimの成巧を見ている程善良ではない．彼の夢が実現
されそうになるのを見るや早速Jimの上に驚くべき罠を投げ掛けるのだ．偶々付近を航海中の
Brownという海賊の一味が，水と食禄に欠乏してPatusanを襲撃することからJimの破局は起
るのだ. Patna号遭難事件がこの物語の第一の“epiphany”とするなら, Brown　のPatusanへ
の出現は第二の“epiphany”といえよう.「Brownは，彼の属する人種と職業とに対するJimの
倫理的な繁りを試しに　Patusanへ現われた昨一の白人」(12)であると同時に, Jim　が永久に放棄
した世界から彼の隠遁地まで追跡して来た密使なのだ．換言するなら, Broへ,vn　はりimの精神内
部に潜む“dark powers” であると共に. Jimの罪と自負心とを共有する者だ．それ故「Gentle･
man Brown に対するJimの寛大な態度は，彼が自己をその悪党と好意的に同一視していること
によって説明される得るのだ．何故ならJimは，自己を非難することなくしてその無法者を誹難
することは不可能だからだ.」(13)実際，社会の放棄者であり且指導者であるBrownは驚く程Jim
に酷似している．殆んど分身ともいえる位だ．両者の会話が如実にそれを証明している．ここに
Jimの大きな不幸かおるのだ．
　両者は町はずれにあるクリークをはさんで対決するか. Jimの敗退は既にその前に決定していた
のだ. Marlowの表現を借りれば，「二.人の対決は,･迦命の女神がその結果を知りながらも冷やや
かに眺めている最も悲惨な決闘」(14)にしか過ぎなかったのだ．原住民達の間で伝説化しているよ
うな超人的人間でないJimは，「過去のない国」にいても自己の過去を完全に放棄することか出来
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ないが故に, Brown　の計略は思った通りに成巧する．ここでもまたConradは，人間,の不完全性
から生まれる悲劇的運命を我々に提示しているかのようだ.
　Brownに象徴されるPatna号の亡霊の隋と化したJimは，全く判断を誤り, Brown等一味
に武器を携帯したまま退去するのを許してしまう．その結果Brownは，河|コを守備していたRajah
Doraminの秘蔵息子Da in Waris とその部下を急襲するのだ．この非,道な行為もBrownに関
する限り「裏切り行為」どころか，正義と理想の権化のように振舞っている人間に対する教訓と天
罰とを意味すると共に，我々が考えている程憲識の深奥にあるのではない恐ろしい人間の特質を示
すdemonstrationであった. Patusanの経緯をMar lowに物語る死の床に於いてさえも, Brown
は自己の行為を二十年に亘る嚇々たる海賊生活の唯一の慰めとしているのだ．かくして　Jim　は
Patna号事件に次いで再び自己の“dark powers” の犠牲となるが，それはまたPaul L. Wilev
の主張しているように，
　　　“His　faｕ】ty　judgment　illustrates　not only　the　limitation of power in　man　that
　　　Conrad had demonstrated before in “An Outcast” but also the failure of an indivi-
　　　dual decree without the support of ａ general belief or tradition like that wh i ch
　　　sustained ＡＩ】istounin his contest with Waitﾊﾞ' (15)ともいえよう.
　Patna号事件以来献身的な努力で構築して来た「雌罪」の行為はここに脆くも崩潰し> Jimは
再び完全な振出しに戻るのだ. Draminの絶大な信用もご原住民達がJimに寄せていた畏敬と信
望と崇拝との念も一挙に空中の楼閣と化すのだ．神託の告げた不祥事が成就されることのないよう
な土地を目指して遁れたオイディプスが，皮肉にもその運命の渦中に自から飛び込んだと同様な運
命をJimも辿ることになったのだ．　　　　　　　　　　　　　　　　　“
　単身Draminの陣営に赴いた　Jim　は，かつての親友Da in Warisの亡骸に別れを告げ，
Rajahにいう.
　　　“I am come in sorrow. I am come ready and ｕｎａrｍｅｄ／’（16）
　この悲痛な言葉こそ，今のJimに許された唯一の「贈罪」の誓いなのだ．かくしてJimは従
容とした態度でDraminのピストルの弾丸を胸に受け，短い生涯を終えるのである．すべてが失な
われてしまった現在. Jimは自己の行為を死で隠う以外に方法を知らなかったのだ．死はJimの
精神的新生であり，窮極的な瞬いであった．実際Conradはしばしば死を最高の犠牲行為，即人生
の最高の瞬間と見倣しているようだ.Ａ】mayerにとっては死のみが苫悩からの解放を約束してく
れるものだし(Almayer's Folly: 1895), Wil】ｅｍsにとって死は初めて日光の歓喜と美しさとを
知らせてくるが（Ａｎ Outcast of the Islands : 1896),彼等の死は苦悩からの脱出と救いのみを求
めているのに対し> Jimのそれぱself-knowledge"　どself-fulfilment”とを切望している点
て両者とは異なるものだ.（17）それ故Jimは，死の瞬間に周囲に居並ぶ町の長老達に誇らし気な，
自信に溢れた一瞥を送って息絶えるのだ. Jimの生江は，ボルネオの僻隅Sambirで阿片と失意
の中に生涯を送ったAlmayerのそれとは根本的に異なるものだ. Jimの死の微笑は，彼の生涯か
決して廃残と失敗の生涯ではなかったことの証明ではなかったか. Marlow　が物証の最後にJim
の一生を評して述べる次の言葉は, Jimの生汎に対する正しい評価を示しているように思われる.
　　Not in the wildest days of his boyish visions could he have seen the alluring shape
　　of such an extraordinary success! For it may very ｗel】be that in the short moment
　　of his last proud and unflinching glance, he had belie］d the face of that opportunity
　　which, like an Eastern bride, had come veiled to his side.
　　　But we can see him, an obscure　conqueror of fame, tearing himse】f out of the
　　arms of ａ jealous love at the sign. at the ｃａｌ】ofhis ｅｘａ】tedegoism. He goes away
　　from ａ ｈving woman 1.0 celebrate his pitiless wedding w ith a shadowy ideal of con-
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　　duct. Is he satisfied ―quite, now, I wonder?（叫　・
　死を以って自己の犯しだfidelity or loyalty”の背叛行為を堕い，“human solidarity”を全う
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｆしたJimの一生は，堕いの生涯であり「贈罪」の生涯であった．オイディプスは恐ろしい過去の
罪を悟るや自から盲目となってキタイロンの山中に堕罪の生涯を求め，一方生みの母親を殺害した
オレステスはその堕いに狂人と化して諸国を流浪するのだ．一見ここでもJimは古典劇のheroes
と同じ運命を辿ったかに見えるが，両者の間には決定的な相違が存在するのを見落してはならな
い．オイディプスの市民達に対する誓いはテーベの町を疫病から守ったし，オレステスの肉親殺し
の行為はアルゴスの町を暴政から救ったのに反し. Jimの行為はPatusanの町を指導者のいない
荒廃へと導くのだ．この相違は古典悲劇作家達のオイディプスとオレステスとに対する態度と，
ConradのJimに対する取扱いとの相違であると共に，時代的背景に起因する両作家の倫理概念
の相違を示すものだ．
　以上観察して来たように, Conradの「人間悪」に対応するものは丁堕罪」である．この行為こ
そ，人間の不完全性を補う唯一の道として意図されているのだ．しかしConradが，「人間悪」と
　「贈罪」とを決して同等視しているのではないことは是非共注意すべきであろう. JimがPatna
号と運命を共にするか，あのような行為に出るかにぱa hair's breadth”(19)の差もなかったの
だ．同様にRazumovにしても，同級生のVictor Haldin の亡命を助けるか，あのように官憲に
密告するかの決心は紙一重の差でしかないのだ．それ故にこそJimを裁いたBrierlyは，苦悩の
余り海中に投身自殺を計るのだ．彼がJimと同じ情況に自己を想定した時レ今まで抱いていた
Brierlyの自己に対する確信は脆くも崩潰し去り，生きる理由を失うのだ．換言すればJimや
Razumovの行為の可能性は，我々すべての人間に潜在している可能性であり，我々が常に容易に
犯し得る罪なのだ．それ故Conradにとって重要なのは，「罪」の行為ではなく「贈罪」の行為な
のだ．この「贈罪」の観念こそ，この物語のみならずConradの多くの作品の強烈な底流をなし
ているものであり，彼の信条ともいえるものだ．もしもConrad自身. Jimの立場に置かれたな
らば，彼と同じようにその信条を全うし得たであろうかという自己への設問であり，また，
Razumov　と同じ惰況下に置かれたならば，彼の如く敢然と堕罪の道を歩み得たであろうかという
自己に対する設問なのだ．その意味に於いてJimやRazumovはConradの分身であると同時
に，彼の信条を具現化し理想像でもあ,る．このように見て来ると, Conrad　がいかに強烈に「贈
罪」の倫理を重要視しているかを我々は知るのである．「堕罪」の倫理こそ, Conrad文学の有す
る大きな信条であり，彼の人生観の根底を貫く道義感ともいえよう.
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(1961, 8,15)
　（注）
［］) Conrad自身“Ａ Personal Record” の“Ａ Familiar Preface” の中で, "fidelity or loyalty“ の重要
　さを次のように述べている.
　　　Those who read me know my conviction that the world, the temporal world, rests on ａ few
　　very simple ideas; so simple that they must be as old as the hills. It rests notably, among others,
　　on the idea of Fidelity.〔The Mirror of The Ｓｅａ☆Ａ Personal Record (Dent, 1950) p. xix〕
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　Douglas Hewitt z Gonrad ―a reassessment―(Bowes & Bowes, 1952) pp. 22～２３
　Adam Gilllon: The Eternal Solitary―a study of Joseph　Conrad- (Bookman Associates, Inc. ,
1960) p. 118
　Lord Jim (Dent, 1948) p. 100
　Edited, with an Introduction by Ｒ. W. Stallman : The Art of Joseph Conrad ―a criticalsympo･
Slum (Michigan State Univ., 1960) p. 142???
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Ibid., p. 154
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